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（別紙様式）

令和４年度 ICT活用実践研究 実績報告書

所属校園 附属旭川小学校 形態 □ 個人  ☑ 団体・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

研究代表者

（申請者）

氏  名 職名 備考（分担等）

三村 仁 教諭

研究分担者
（団体・ｸﾞﾙｰﾌﾟの場合）

秋山 玲奈

松田 隆之

教諭

教諭

研究題目 資質・能力育成の「手立て」としてのICT活用

経 費 支 出 内 訳 （事務の確認を経て提出のこと）

事項 単価［円］ 員数 金額［円］

（消費税込）

備考

（内訳・特記事項等）

消耗品費 1 49，720 スキャナー

合計 49，720

【研究実績の概要，得られた成果・効果等】

◇研究実績の概要

１ 研究の全体像

  各教科等における ICT 活用の実践事例を蓄積するとともに，児童の資質･能力の育成状況を評

価することで，ICT を活用した授業改善の効果について検証することをねらいとして研究を実施

した。

  実践については，各教科等における５つの活用場面（「課題を発見」「情報を収集」「批判的

に思考」「効果的に表現」「評価･改善」）から，効果的な ICT の活用場面を取り出し実践事例

として提示するとともに，デジタル・情報能力検定（P プラスジュニア）を利用して，資質･能力

の向上について検証した。
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 ２ 主な実践事例

・体育科では，走っている様子を動画で撮影し，その姿を振り返ることで，自分や友達の運動を客

観的に見たり，よりよい走りに向けて互いに話し合い，課題を明確にするような活動をした。

・学級活動では，学級会に向けての議題を集めたり，どれを議題にするのかを考えたりした。

学級会を進行するメンバーで情報を共有し，整理しながら準備を進めた。

・これらの機能は，既存のビデオカメラ，デジタルカメラ，紙等でも代用できるが，１人１台の端

末がある状況では，機材が空くのを待つ必要がなく，学習の記録を個別の端末やアカウントに保

存できるため，デジタルポートフォリオとしての活用も期待できる。

・社会科では，旭川市の公共施設を，できた時期に着目して，比較したり分類したりした。

施設の写真は教師が配付したが，自分の知っている旭川市の公共施設を検索し，年表に付け加え

るといった，学習の個性化を図ることができた。また，集めた情報を整理し，児童一人一人が自

分だけの資料のまとめをつくることができた。

・家庭科では，数種類のヨーグルトの容器の写真から，成分や内容量，賞味期限，代金などに着目

し，身近な物の選び方・買い方を考え，よりよい生活を営むための工夫を考えた。ヨーグルトの

写真は，児童が任意に拡大することができ，書かれている表示を細かに確認することができる。

そのため，一人一人にヨーグルトの空き箱を用意させることなく学習を進めることができた。

 ※実物の提示が必要な場合は，教師が用意することで対応することができる。

・集めた情報は，デジタルデータとして収集しているため，加工や再利用が容易であり，学習の過

程の記録としても有用な資料となった。

課題を発見する

情報を収集する

第６学年体育科 ：動画機能の活用（端末の機能）

第３学年学級活動：順位付け･整理（ロイロノート）

第３学年社会科：情報の整理と共有（ロイロノート）

第６学年家庭科：拡大できるデジタル資料（ロイロノート）
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批判的に思考する

効果的に表現する

第６学年道徳科：意見の共有（ロイロノート）
第３学年社会科：順位付け･整理（ロイロノート）
第５学年理科 ：動画・写真活用のプレゼン（ロイロノート）

・道徳科では，児童が互いの考えを見合えるよ

うにすることで，多面的・多角的に考えられ

るようにした。

・社会科では，思考ツールを使い調べた内容の

順位付けをすることで，働く人の思いに迫る

ことができた。

・理科では，実験結果を写真に撮り，時間的・

空間的な変化に着目することで，比較したり

関係付けたりすることができた。

第６学年国語科 ：考えの整理と発表（ロイロノート）
第６学年外国語科：音声入りカード作成（ロイロノート）
第３・４学年総合：新聞づくり・プレゼン（ロイロノート）

・国語科では，物語を読んで考えたことをまと
めた。思考の過程で入力したデータを活用で
き，効率よく作業を進めることができた。

・外国語科では，自分の行ってみたい国やその
理由を英語等を使ってポスターにまとめた。
音声を録音して共有することで，児童それぞ
れの発表を聞き合うこともできた。

・総合的な学習の時間では，旭川市の魅力を伝
える学習において，新聞や動画を作成するな
ど，各教科等において育成してきた情報活用
能力を発揮することができた。
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３ 資質・能力の育成状況

  本校においては，昨年度と今年度，デジタル・情報能力検定（Ｐプラスジュニア）を活用し，

児童の情報活用能力等の変容を評価することとした。その結果，どの項目においても，同一集団

の昨年度から今年度の情報活用能力等の向上が見られた。とりわけ，本研究において育成を目指

した「情報活用能力」については，第４学年（R3）から第５学年（R4），第５学年（R3）から第

学年（R4）の両者で10ポイント以上の向上が見られた。

  このことから，本校で推進しているICTを活用した授業改善については，効果的な方向に進ん

でいると考えることができる。

◇研究の成果･効果等

 １ 実践の蓄積について

  本研究では，授業の学習過程に沿って，「課題を発見する場面」，「情報を収集する場面」等

で有効な活用方法という観点から実践を整理した。これらの実践は，ICTを活用する際のねらい

や機能に着目して整理することができたため，指導方法の工夫･改善に生かしやすい形でまとめ

ることができた。

  今後も，実践例を活用しやすい形で整理し，実際の授業改善に活用しながら改善を図っていく。

 ２ 資質能力の向上について

  日常的な教師による見取り（教師の観察等による評価）に加え，客観的な指標（デジタル・情

報能力検定）を用いて評価することで，指導方法の工夫･改善が児童の資質・能力の向上に効果

的であったか検証することができた。今後も，経年の変化を把握し，分析を継続していく。

評価・改善する

・生活科では，日常的に植物の様子を写真やメ

モ等で蓄積している。それらの記録済みの写

真やメモを比較することで，植物の成長の様

子に気付いたり，それを支える自分自身の成

長に気付いたりすることができた。

・植物の観察等では，記録している際には気付

かなかったことが，後から振り返って写真や

メモを見直したときに新たな気付きにつなが

ることがあった。

第２学年生活科：記録の蓄積と整理・比較

（端末の機能・ロイロノート）


